
平成２５年度

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入

博士課程教育リーディングプログラム　プログラムの概要 [採択時公表]

機関名 東北大学 機関番号 11301

花輪　公雄  (東北大学・理事(教育・学生支援・教育国際交流担当)）

３． プログラム

１． 全体責任者
（学長）

※ 共同申請のプログラムの場合は、全ての構成大学の学長について記入し、申請を取りまとめる大学
（連合大学院によるものの場合は基幹大学）の学長名に下線を引いてください。

さとみ　すすむ

里見　進   （東北大学総長）

２． プログラム責任者
   　（ふりがな） はなわ　きみお

氏名・職名

   　（ふりがな） ながさか　てつや

コーディネーター 氏名・職名 長坂　徹也  （東北大学大学院工学研究科金属フロンティア工学専攻・教授）

４． 申請類型 Ｑ ＜複合領域型（物質）＞

５．

プログラム名称 マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム

英語名称
Interdepartmental Doctoral Degree Program for Multi-dimensional Materials Science
Leaders

副題

６．
授与する博士学
位分野・名称

博士(工学）、博士(理学）、博士(情報科学）、博士（環境科学）、博士（文学）、博士（学術）
付記する名称：マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム

７． 主要分科

（① 材料工学 （② 物理学 （③ ナノ・マイクロ科学

８． 主要細目

（① （② （③

９． 専攻等名
工学研究科金属フロンティア工学専攻、知能デバイス材料学専攻、材料システム工学専攻、
応用化学専攻、機械システムデザイン工学専攻、電子工学専攻、理学研究科物理学専攻、化
学専攻、数学専攻、天文学専攻、情報科学研究科システム情報科学専攻、環境科学研究科
環境科学専攻、文学研究科文化科学専攻、金属材料研究所、多元物質科学研究所、 電気通
信研究所、ニュートリノ科学研究センター、原子分子材料科学高等研究機構（WPI -AIMR）

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１０．連合大学院又は共同教育課程による申請（構想による申請も含む）の場合、その別　※ 該当する場合には○を記入

（機関名：東北大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム）

独立行政法人物質・材料研究機構、高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究所、NTT物性科学基礎
研究所

連合大学院 共同教育課程

１１．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

　　 （ふりがな）

       氏名・職名



[採択時公表]

ポリマー
バイオマテリアル

博士（学術）

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

１５．プログラム担当者一覧

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

（プログラム責任者）

花輪　公雄 ﾊﾅﾜ ｷﾐｵ 60 理事（教育・学生支援・教育国際交流担当）
海洋物理学
理学博士

プログラム責任者

（プログラムコーディネーター）

長坂　徹也 ﾅｶﾞｻｶ ﾃﾂﾔ 55 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・教授
金属プロセス工
学・産業エコロ
ジー・工学博士

プログラムコーディネーター、プログラム内
インターンシップ担当、プログラム総括

平山　祥郎 ﾋﾗﾔﾏ ﾖｼﾛｳ 57 理学研究科・物理学専攻・教授
量子伝導物性
博士（工学）

プログラムサブコーディネーター、プログラム
内インターンシップ担当、プログラム総括補佐

貝沼　亮介 ｶｲﾇﾏ ﾘｮｳｽｹ 52 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・教授
金属材料学・材料

組織学
工学博士

研究教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

松八重　一代 ﾏﾂﾊﾞｴ ｶｽﾞﾖ 39 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・准教
授

環境・資源経済学
博士（経済学）

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ担当、人文・社会科学教育担当

安斎　浩一 ｱﾝｻﾞｲ ｺｳｲﾁ 58 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・教授
鋳造工学
工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

朱　鴻民 ｼｭ ｺｳﾐﾝ 51 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・教授
材料電気化学
工学博士

国際連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

及川　勝成 ｵｲｶﾜ ｶﾂﾅﾘ 44 工学研究科・金属フロンティア工学専攻・教授
材料創形学
博士（工学）

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・工学教育担当

杉本　諭 ｽｷﾞﾓﾄ ｻﾄｼ 54 工学研究科・知能デバイス材料学専攻・教授
磁性材料学
工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

新田　淳作 ﾆｯﾀ ｼﾞｭﾝｻｸ 56 工学研究科・知能デバイス材料学専攻・教授
量子物性材料・ス
ピントロニクス

工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

高村　仁 ﾀｶﾑﾗ ﾋﾄｼ 45 工学研究科・知能デバイス材料学専攻・教授

エネルギー変換デ
バイス固体イオニ
クス　博士（工
学）

国際連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

吉見　享祐 ﾖｼﾐ ｷｮｳｽｹ 48 工学研究科・知能デバイス材料学専攻・教授
材料強度物性・

超高温材料
博士（工学）

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・工学教育担当

小池　淳一 ｺｲｹ ｼﾞｭﾝｲﾁ 54 未来科学技術共同研究センター・教授（工学研
究科・知能デバイス材料学専攻）

電子材料工学
Ph.D

国際連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学・英語教育担当

川崎　亮 ｶﾜｻｷ ｱｷﾗ 59 工学研究科・材料システム工学専攻・教授
粉体加工学
工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

成島　尚之 ﾅﾙｼﾏ ﾀｶﾕｷ 50 工学研究科・材料システム工学専攻・教授
医用材料学

博士（工学）
総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・工学教育担当

佐藤　裕 ｻﾄｳ ﾕﾀｶ 40 工学研究科・材料システム工学専攻・准教授
接合工学

博士（工学）
総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・工学教育担当

森本　展行 ﾓﾘﾓﾄ ﾉﾌﾞﾕｷ 39 工学研究科・材料システム工学専攻・准教授

浅井　圭介 ｱｻｲ ｹｲｽｹ 50 工学研究科・応用化学専攻・教授
量子物理化学
博士(工学)

国際連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・化学教育担当

滝澤 　博胤 ﾀｷｻﾞﾜ ﾋﾛﾂｸﾞ 50 工学研究科・応用化学専攻・教授
セラミックス工学

工学博士
研究教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

小野　崇人 ｵﾉ ﾀｶﾋﾄ 45 工学研究科・機械システムデザイン工学専攻・
教授

ナノ電気機械・微
細加工学

博士（工学）

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・工学教育担当

岩井　伸一郎 ｲﾜｲ ｼﾝｲﾁﾛｳ 48 理学研究科・物理学専攻・教授
光物性、

非線形光学
博士（工学）

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・物理学教育担当

齋藤　理一郎 ｻｲﾄｳ ﾘｲﾁﾛｳ 55 理学研究科・物理学専攻・教授
固体物理学
理学博士

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・物理学教育担当

山口　昌弘 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾏｻﾋﾛ 50 理学研究科・物理学専攻・教授
光電子固体物性
博士（理学）

国際連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・物理学教育担当

佐藤　宇史 ｻﾄｳ ﾀｶﾌﾐ 38 理学研究科・物理学専攻・准教授
光電子固体物性

博士(理学)
基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・物理学教育担当

山下　正廣 ﾔﾏｼﾀ ﾏｻﾋﾛ 58 理学研究科・化学専攻・教授
ナノ金属錯体化学

理学博士
基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・化学教育担当

（機関名：東北大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム）



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

二間瀬　敏史 ﾌﾀﾏｾ ﾄｼﾌﾐ 60 理学研究科・天文学専攻・教授
宇宙論
Ph.D

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・物理学教育担当

小川　卓克 ｵｶﾞﾜ ﾀｶﾖｼ 49 理学研究科・数学専攻・教授
応用解析学・実解

析学
理学博士

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・数学教育担当

都築　暢夫 ﾂﾂﾞｷ ﾉﾌﾞｵ 48 理学研究科・数学専攻・教授
数論幾何学・整数

論
博士(数理科学)

基礎教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・数学教育担当

塩谷　隆 ｼｵﾔ ﾀｶｼ 50 理学研究科・数学専攻・教授
幾何学

理学博士
総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・数学教育担当

坂口　茂 ｻｶｸﾞﾁ ｼｹﾞﾙ 56 情報科学研究科・システム情報科学専攻・教授
偏微分方程式論

理学博士
研究教育委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ・情報学教育担当

葛西　栄輝 ｶｻｲ ｴｲｷ 55 環境科学研究科・環境科学専攻・教授
素材工学・
環境工学
工学博士

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ・環境科学教育担当

吉岡　敏明 ﾖｼｵｶ ﾄｼｱｷ 49 環境科学研究科・環境科学専攻・教授
リサイクル工学
博士（工学）

産学連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、環境科学教育担当

川田　達也 ｶﾜﾀﾞ ﾀﾂﾔ 52 環境科学研究科・環境科学専攻・教授
固体イオニクス・
エネルギー材料

博士(工学)

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

馬奈木　俊介 ﾏﾅｷﾞ ｼｭﾝｽｹ 37 環境科学研究科・環境科学専攻・准教授
環境・エネルギー

経済学
Ph.D

総務委員会委員、プログラム内インターンシップ担
当、人文・社会科学教育担当

徳山　英利 ﾄｸﾔﾏ ﾋﾃﾞﾄｼ 45 薬学研究科・分子薬科学専攻・教授
有機合成化学
博士(理学)

基礎教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、薬学教育担当

直江　清隆 ﾅｵｴ ｷﾖﾀｶ 52 文学研究科・文化科学専攻・准教授
哲学・科学技術倫理学

博士（文学）

基礎教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、人文・社会科学教育担当

古原　忠 ﾌﾙﾊﾗ ﾀﾀﾞｼ 52 金属材料研究所・教授（工学研究科・金属フロ
ンティア工学専攻）

鉄鋼材料学・材料
組織学
Ph.D.

国際連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

高梨　弘毅 ﾀｶﾅｼ ｺｳｷ 54 金属材料研究所・教授（工学研究科・知能デバ
イス材料学専攻）

磁性材料学・
スピントロニクス

理学博士

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

後藤　孝 ｺﾞﾄｳ ﾀｶｼ 60 金属材料研究所・教授（工学研究科・材料シス
テム工学専攻）

無機工業材料・無
機化学

工学博士

総務委員会委員、プログラム内インターンシップ担
当、工学教育担当

松岡　隆志 ﾏﾂｵｶ ﾀｶｼ 59 金属材料研究所・教授（工学研究科・応用物理
学専攻）

半導体材料・半導
体物性

工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

宇田　聡 ｳﾀﾞ ｻﾄｼ 57 金属材料研究所・教授（理学研究科・化学専
攻）

結晶成長学
Ph.D.

国際連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、化学教育担当

野尻　浩之 ﾉｼﾞﾘ ﾋﾛﾕｷ 51 金属材料研究所・教授（理学研究科・物理学専
攻）

磁気物性
理学博士

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、物理教育担当

G.E.W.Bauer ﾊﾞｳｱｰ ｹﾞﾘｯﾄ 57 金属材料研究所・教授（オランダデルフト工科
大教授兼任）（理学研究科・物理学専攻）

理論物理学
Dr.rer.nat（ドイ

ツ）

基礎教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、物理学・英語教育担当

三ツ石　方也 ﾐﾂｲｼ ﾏｻﾔ 52 多元物質科学研究所（工学研究科・応用化学専
攻）・教授

高分子機能
博士（工学）

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

蔡　安邦 ｻｲ ｱﾝﾎﾟｳ 54 多元物質科学研究所・教授（工学研究科・材料
システム工学専攻）

金属物性・触媒材
料

工学博士

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

北村　信也 ｷﾀﾑﾗ ｼﾝﾔ 58 多元物質科学研究所・教授（工学研究科・金属
フロンティア工学専攻）

金属プロセス工学
工学博士

産学連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

福山　博之 ﾌｸﾔﾏ ﾋﾛﾕｷ 47 多元物質科学研究所・教授（環境科学研究科・
環境科学専攻）

高温材料物理化学
博士(工学)

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

小谷　元子 ｺﾀﾆ ﾓﾄｺ 53 原子分子材料科学高等研究機構・WPI-AIMR・教
授（機構長）（理学研究科・数学専攻）

数学・幾何学
理学博士

基礎教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、数学教育担当

谷垣　勝己 ﾀﾆｶﾞｷ ｶﾂﾐ 58 原子分子材料科学高等研究機構・WPI-AIMR・教
授（理学研究科・物理学専攻）

ナノ固体物性物理
工学博士

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ担当、物理学教育担当

折茂　慎一 ｵﾘﾓ ｼﾝｲﾁ 47
原子分子材料科学高等研究機構・WPI-AIMR・教
授
（環境科学研究科・環境科学専攻）

エネルギー材料
博士（学術）

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、環境科学教育担当

齊藤　英治 ｻｲﾄｳ ｴｲｼﾞ 41 原子分子材料科学高等研究機構・WPI-AIMR・教
授（理学研究科・物理学専攻）

固体物理学
スピントロニクス

博士(工学)

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

井上　邦雄 ｲﾉｳｴ ｸﾆｵ 47 ニュートリノ科学研究センター・教授（理学研
究科・物理学専攻）

ニュートリノ物理
博士(理学)

基礎教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、物理学教育担当

大野　英男 ｵｵﾉ ﾋﾃﾞｵ 58 電気通信研究所・教授（工学研究科・電子工学
専攻）

半導体物理・半導体工
学、スピントロニクス

工学博士

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

白井　正文 ｼﾗｲ ﾏｻﾌﾐ 51 電気通信研究所・教授（工学研究科・電子工学
専攻）

物性理論・
物質設計
工学博士

研究教育委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、工学教育担当

熊井　玲児 ｸﾏｲ ﾚｲｼﾞ 46 高エネルギー加速器研究機構物質構造科学研究
所・教授

構造物性
博士(理学）

国際連携委員会委員、プログラム内インターンシップ
担当、物理学教育担当

（機関名：東北大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム）



[採択時公表]

１５．プログラム担当者一覧（続き）

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２６年度における役割)

山口　浩司 ﾔﾏｸﾞﾁ ﾋﾛｼ 51
NTT物性科学基礎研究所・上席特別研究員（量
子・ナノデバイス研究統括）
（理学研究科・物理学専攻）

半導体ナノ機械構
造

博士（工学）

産学連携委員会委員、プログラム内イン
ターンシップ担当、物理学教育担当

土谷　浩一 ﾂﾁﾔ ｺｳｲﾁ 52
独立行政法人物質・材料研究機構元素戦略材料
センター長、構造材料ユニット長、
若手国際研究センター副センター長

金属物性学
Ph.D

総務委員会委員、プログラム内インター
ンシップ担当、工学教育担当

（機関名：東北大学　申請類型：複合領域型（物質）　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム）



（ 機 関 名 ： 東 北 大 学   申 請 類 型 ： 複 合 領 域 型 （ 物 質 ）  ﾌﾟ ﾛｸﾞ ﾗﾑ名 称 ： マ ル チ デ ィ メ ン ジ ョ ン 物 質 理 工 学 リ ー ダ ー 養 成 プ ロ グ ラ ム  ） 
 

 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性 
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

プログラムの概要 
 日進月歩で新しい機能、プロセス、デバイス、特性が求められる物質・材料分野において、世界的な
視野で日本の優位性を維持し、発展させるためには、多角的な視点や手法で物質・材料を理解するこ
とで常に俯瞰的にその対象物質が置かれる状況を把握し、迅速かつ適格に社会のニーズに対応できる
リーダーが不可欠である。この観点から、限られた軸で物質・材料を評価・解析する傾向が強い現在
の大学院教育の弱点を補う新しい大学院プログラムの必要性を強く感じている。本学位プログラムで
は、基礎のしっかりした、広い視野でダイナミックに物質・材料分野に対応できる物質リーダーを育
成するために、本学が誇る英知を結集する。育成人財目標は、マルチディメンジョン物質デザイン思
想を有し、それを実行するだけの広く確かな基礎知識と幅の広い研究経験を有する物質リーダーであ
る。このプログラムで言う「マルチディメンジョン」とは、機能（発光、触媒、伝導、磁力等）、特性
（強度、効率、限界値等）、プロセス（原料、製法、デバイス化等）、環境調和性（低炭素、高リサイ
クル性等）、経済性（コスト、需給バランス等）、安全、評価等に関するマルチプルな軸・次元で物質
を幅広く俯瞰的に捉えることを意味する。このような能力を有する人財を養成するために、基礎と応
用を担う理学と工学の２つのコア、数学、化学、物理の基礎基盤に対して「物質科学」の横串を入れ、
更に薬学、環境科学、経済学、哲学等人文・社会科学を教育要素として配した総合的な教育を行う。 
プログラムの特色  

広くしっかりした基礎を有する人材は幅広い対応能力を持つことを原則に、本学位プログラムでは、
物質・材料科学に関する基礎、特に数学、物理、化学、工学、社会学の基礎を修得させた上で、マル
チプルな軸次元で物質を多視角的に捉える能力を養成させる点が一番の特徴である。もう一つの特徴
的な取り組みは、産学連携組織を介した具体的企業とのペアリングである。プログラム入学後、履修
生は指導教員および新設の「マルチディメンジョン物質理工学教育研究センター」委員（プログラム
参画教員）および既存組織を利活用して新設する産学連携プラットホームの企業委員との協議によっ
て、５年一貫の博士論文研究テーマおよび連携企業を決定し、「履修生・指導教員・企業委員」の体制
で博士論文研究を進めるものである。連携企業は、履修生の長期インターンシップの受け入れ先とし
ても機能する。また、プログラム内インターンシップ制度も本提案の大きな特徴でもある。履修生は、
所属する研究室とは異なる専攻の研究室において、３ヶ月以上の期間で異なる研究課題と取り組み、
その課題についてのオーバービューと成果発表を行うことで、幅広い知識、研究能力、俯瞰力、独創
性を磨く。異なる研究・開発カルチャーへの理解と経験は、幅広い俯瞰力を有する物質リーダーに不
可欠な要素である。なお、プログラム内インターンシップ先研究室の指導教員は、前述の企業とのペ
アリングチームに参画する。さらに、本学位プログラムに選抜された学生がグローバルに活躍するた
めに、海外留学、国際共同研究を充実する。国際社会で通用する英語コミュニケーション能力を養う
ため、グローバルコミュニケーションスキルアップ研修を開設して、これを必修化する。 

修了生の質を保証する制度として、修士課程２年次進学前後に最初の能力認定試験（Qualifying 
Examination）を義務付け、博士後期課程 1年目に博士論文研究課題、およびプログラム内インターン
シップ先研究室での研究課題の２テーマに関するオーバービューを行い、学生が行う研究の質を客観
的に保証する。さらに博士論文審査には、従来の専門審査に加えて、外国研究者や企業の審査員も加
えた総合能力認定試験を行うことで、幅広い視角と深い知識の両方を有する物質リーダーを育成する。 
本学位プログラムは、学位として所属する部局の博士を授与するが、これまでの大学院教育と大き

く異なり、ひとつの分野の深い知見と経験を持ちつつ、物質科学に関する俯瞰的・総合的知識を教育
するものであるから、博士課程リーディングプログラム（マルチディメンジョン物質理工学リーダー
養成プログラム）を修了していることを付記し、修了生の幅広い知識、能力を保証する。 
プログラムの優位性 

世界最先端を誇る本学物質・材料グループにおいては、様々な英語講義、国際・企業インターンシ
ップのプログラムが用意されており、十分な実績に基づいた基礎教育を行えることが本プログラムの
基礎教育における優位性である。本プログラムでは、これらの教育インフラを更に高度化して最大限
活用する。また、学部生の導入教育を充実させ、広い角度から将来のリーダー候補生を選抜してプロ
グラムに組み入れると共に、豊富な国際ネットワークを活用して海外からも優秀な人財を積極的に確
保する。また、厳選した履修生に対する教育、研究指導では、本学がこれまで培ってきた共同研究体
制を発展させた産学連携プラットホームを設け、これを企業インターンシップ等に最大限利活用し、
研究面のみならず、企業組織の運営管理方法の講義等、教育面でも産学官連携を強力に進めると共に、
修了生のキャリアパス確保のために機能させる。なお、全学的には、東北大学リーディングプログラ
ム推進機構を設置し、全学的視点からリーディング学位認定を行うなどの推進体制を構築している。 

 



（ 機 関 名 ： 東 北 大 学   申 請 類 型 ： 複 合 領 域 型 （ 物 質 ）  ﾌﾟ ﾛｸﾞ ﾗﾑ名 称 ： マ ル チ デ ィ メ ン ジ ョ ン 物 質 理 工 学 リ ー ダ ー 養 成 プ ロ グ ラ ム  ） 
 

[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ

ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムな
どについて、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及
び連携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 
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カリキュラム概要と取得単位数

１、２年次（前期課程相当） 科目例
最低

単位数
主たる対応学習
教育到達目標

科目群(1) MD物質理工学基盤科目
MD物質理工学基礎論、科学者
倫理、物質数学基礎等

10 A, B

科目群(2) 専門基礎科目 各専攻専門科目 6 A, B

科目群(3) MD物質理工学展開科目 実践的物質理工学Ⅰ～Ⅵ等 8 D, E

科目群(4) MD物質理工学応用科目
グローバルコミュニケーションスキル、
安全・組織管理法講座、リーダー養成
講座等

4 F, G

科目群(5) インターンシップ科目Ⅰ 企業インターンシップ等 2 D, G

科目群(6) 修士研修 8 A-H

前期課程計 38

３，４，５年次（後期課程相当） 科目例 最低単位数

科目群(7) MD物質理工学発展科目 実践的物質理工学特論Ⅰ～Ⅵ等 4 C, G

科目群(8) MD物質理工学実践科目 産学連携セミナー・演習等 2 F,  H

科目群(9) インターンシップ科目Ⅱ プログラム内インターンシップ等 6 C, E, F

科目群(10) オーバービュー 2 C, E

科目群(11) 博士研修 8 A-H

後期課程計 22

前期課程（１、２年次） 後期課程（３，４，５年次）

学習教育達成目標A

学習教育達成目標B

学習教育達成目標C

学習教育達成目標D

学習教育達成目標E

学習教育達成目標F

学習教育達成目標G

学習教育達成目標H

科目群
(1)

科目群
(2)

科目群
(3)

科目群
(4)

科目群」
(5)

科目群
(7)

科目群
(8)

科目群
(9)

科目群
(10)

科目群(6), (11) （修士・博士研修、インテグレーション科目）

プログラム履修生に対する学習・教育到達目標

A) 物質・材料科学に関連する高度な基礎基盤知識を修得すること

B) 物質・材料に関連する高度な専門能力を身につけるとともに、

他分野に応用できる幅広く俯瞰的な知識と思考能力を持つこと

C) 物質・材料科学の複数の特定分野について、最新の科学技術情

報および実験・研究手法を修得すること

D) 物質・材料の産業プロセスや社会での利用形態に関する情報を

理解し、それらを利用できる能力を修得すること

E) 適切な研究課題を自ら開拓し、研究計画を実施する能力を修得

すること

F) 国際的な舞台で、他者に対して十分な主張、議論、意見交換が

出来るコミュニケーション能力と、研究成果を広く情報発信で

きる能力を修得すること

G) 組織の管理、運営方法と倫理についての基礎知識を修得し、他

の組織との連携を主体的に進める能力を修得すること

H) 上記の修得能力を応用し、社会要請に対する応えを実践する

リーダーシップ能力を修得すること

基

礎

専

門

応

用

組
織
的
実
践

学

際



機 関 名 東北大学 

プログラム名称 マルチディメンジョン物質理工学リーダー養成プログラム 

［採択理由］ 

本計画は、材料科学の分野において、従来、ともすれば特定の材料だけをスポット的に見

て、「局所的には正解だが全体としては正解とは言えない」研究成果が生み出されてきたと

いう反省から、高度な基礎基盤知識と、俯瞰的な思考能力を兼ね備えた「広く深いリーダー」

の養成を目指すものである。申請機関の有する、材料科学、特に金属材料と物理の高い研究

と教育の実績にもとづき、総合的に優れた制度が構築されている。 
プログラム内インターンシップ、企業インターンシップ、海外インターンシップなどを含

むカリキュラムの体系と、それらの到達目標が明確である。このうち、プログラム内インタ

ーンシップは、所属する研究室とは異なる専攻の研究室において、博士論文とは異なるテー

マに３ヶ月以上取り組んで成果発表を行うことが義務付けられている。また、産学連携組織

を介し、履修生・指導教員・サブ指導教員・企業委員の４者ペアリングを行い、その体制で

博士論文研究を行うとしている点にも具体性がある。 
プログラム担当者等の外国人の割合は多くないが、留学生受入実績は豊富である。基礎講

義はすべて英語で行われる予定であり、ネイティブスピーカーを特任准教授・助教として採

用するなどして、英語によるコミュニケーション能力の習得を目指している。なお、本プロ

グラムによる支援期間終了後も継続するための組織体制、予算編成が考えられている点も評

価できる。 
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